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資源量、尾数の推定（表層トロール）

2003年から毎年6～7月に実施。

サンマ資源量直接推定調査



曳網距離

•表層トロール
幅24m、高さ25～30m、長さ87m  

網を曳いた面積が分かる
15cm以上の魚であれば採集できる。
魚の密度を水温ごとに調べ、調査面積で引き伸ばし。

海面

サンマの生息水深をカバー

資源量調査



今年の調査結果

北光丸 北鳳丸

6/9-7/106/18-7/9

凡例
採集個体数

1歳魚 0歳魚

年齢構成





6～7月のサンマの分布と来遊量

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0

100

200

300

400

500

600

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

日
本
の
サ
ン
マ
漁
獲
量

(万
ト
ン
）

分
布
量
（
万
ト
ン
）

3区 (177W～165W)

2区 (162E～177W）

1区(143E～162E)

日本のサンマ漁獲量

• 推定資源量は2017年に次ぐ低水準

• 例年に比べて分布は東偏

漁期を通じた来遊量は昨年を
下回る



分布と季節ごとの来遊量

例年漁期前半に来遊する魚群 9月下旬以降に来遊する魚群

• 分布域の西側の群から順に漁場へ来遊

９月中旬までの来遊量はきわめて低調
に推移するが、９月下旬以降に増加する



海域ごとの体長組成

• １区と２区（今年の主な漁獲対象）
における１歳魚の割合は２７．１％
で、前年（７９．４％）を下回った。

漁期を通じて昨年より１歳
魚の割合が低い



１歳魚の体重組成

2018年

2017年

2019年

• 今年は100g台が中心（2017年並み）

１歳魚の平均体重は昨年を下回る



サンマの来遊量と漁場の関係

2019年度第3回東北海区海況予報

• サンマは親潮に沿って南下

• 海況予報では道東沿岸沿いに第一
分枝が差し込む予想

• しかし近年はこの条件下でもサンマ
が日本近海に来遊せず沖を南下



2017年10月上旬2017年月別の漁場

2017年のサンマ漁場

 親潮第1分枝が発達

 親潮第1分枝沿いに南下した魚群は少なかった



マイワシが多かったころのサンマ漁場(1982年10月）

• 過去にも同じような現象



サンマと他魚種の関係

• サンマと他魚種が同所的に分布することはまれ

• 今年も日本近海（165E以西）はサバ類・マイワシが席巻

• 道東沿岸沿いに来遊しづらい状況であり、魚群は沖合を南下

• 初期漁場は近年と同様に択捉島以北に散発的に形成

• 三陸海域への南下は遅れ、10月下旬ごろ



2019年のサンマ予報のまとめ

• 来遊量は昨年を下回る。

• 漁場への魚群の来遊量が増加するのは９月下
旬以降で、主漁場は親潮第２分枝沿いとなる。

• １歳魚の割合は昨年よりも低く、１歳魚の平均
体重も昨年を下回る。
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